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3-4.「一者の中の二者」（The two in one）―ソクラテスの対話的思考 
アーレントは、ソクラテスの第一の発言は、第二の発言と関連させてみると、実はこの
第二の発言は、第一の発言の必要条件であるということが判ると言う。「一人であるのだか
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は、同じである（Mit ihm selbst ist jedes A selber dasselbe）ことを言い表しているのである。こ
の自同性（Selbigkeit）のうちには『mit』（それ自らとの、と)の関係、従って媒介、連結、総
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アーレントの思想の今日的な意義は、人々が共に生きること、公的事柄の本来的な意味
を明確にしようとしたことである。その際に、政治思想の伝統の問題、また、哲学的問題
に触れて、暴力や支配によらない、対話や同意に基づく人間の政治的行為の概念を打ち出
している。しかし、その実現可能性は、連邦制度や評議会制度に基づく公的空間の構成や、
また、行為の次元が、市民的不服従という否定的な顕現によってのみ確認されるように、
決して楽観的なものではない。多元的、グローバル化した現在の状況への適用可能性を視
野に入れた、差異への寛容と公共性の論理の構築が探求されねばならない。それには、人々
が平和と自由と正義の下に、共に生きることを学ぶ努力が不可欠なのである。 
 
 
 
（いまで・としひこ 京都大学大学院文学研究科博士後期課程） 
